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3 産業基盤の整備

(1)港湾の整備

港の建設は、天保元（1831）年、久米栄左衛門が塩を

輸送するために沖湛甫をつくったことに始まるが、本格
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的な港の建設は昭和3 (1928）年の第l期改修工事から

始まった。以後昭和12 (1937）年の第2 期改修工事、昭

和23 (1948）年の第3 期改修工事により、坂出中央埠頭

は水深8mに凌諜され、坂出港は県下唯一の貿易港に指

定された。昭和24 (1949）年には臨海鉄道が建設されて、

海上交通と陸上交通のパイプ役としての活動が始まり、

昭和26 (1951）年には重要港湾、昭和27 (1952）年には

外国人出入国港に指定され、昭和33 (1958）年には神戸

検疫所坂出出張所が開設され、昭和38 (1963）年には中

央埠頭にl万トン岸壁が完成した。その後も、昭和40

(1965）年から平成3 (1991）年に、東運河 ・ 松ヶ浦 ・ 林田 ・

阿河浜の各岸壁が建設され、坂出臨海地区の各企業にお

ける原料や製品の輸送に対応できる港湾の整備が完成し

た。一方、番の州地区におい ては水深16mのドノレフイ

ンという専用船向けの大型沖がかり施設（接岸施設に対

して沖合に設置するタイプ）など、各企業が専用岸壁を

整備して対応している。その結果、 平成20 (2008）年に

は取扱貨物量および外国貿易貨物量において、坂出港は

四国ーの港湾となった（写真3）。
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第4節 交通体系の整備、 架橋と地域変容

鉄道交通

・(1)讃岐鉄道からJR四国へ

坂出駅・鴨川駅の開設と路線の延伸

明治22 (1889）年5月23日、丸亀 一 多度津 一 琴平に

開業していた讃岐鉄道株式会社は、明治30(1897）年2

月21日に丸亀 一 高松の延伸開業により、坂出駅は開業

した。明朗｜｜駅も坂出駅と同日に開業した。明治37 (1904) 

年12月1 13，讃岐鉄道株式会社は山陽鉄道株式会社に

買収されたが、明治39 (1906）年12月1日には鉄道固

有法が公布されて逓信省鉄道作業局に移管されたb

大正14 (1925 ）年の坂出駅発着の旅客列車は14往復

（ うち季節列車l往復）であった。乗車人員は年間57万

1067 人（1日平均1565 人）であった。

坂出港駅・讃岐府中駅・八十場駅の開設

昭和23 (1948 ）年1月1日、坂出港が開港され、坂出

駅から坂出港駅に通じる貨物線（2.9km）は昭和24(1949)

Qd
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年 12 月 27 日に開業し、中央岸壁に坂出港駅が開設され、 ー昭和 63(1988）年 4 月 10 日に瀬戸大橋が完成し、平

沿線の工場へ専用線が引かれた。 成 5 (1993）年 7 月 2 日坂出駅付近の鉄道高架化工事は

昭和 27 (1952）年になって気動車（デ
、
ィ ーゼ

、
／レカ ー）の 既設線の北側に仮線を敷設して、本体工事が始まり、9

運転が始まり、気動車のみを停車させる気動車旅客駅が 月 21 日、単線で、残っていた坂出 一 丸亀聞が複線化され

数多く新設され、1 月 27 日に県内では讃岐府中駅と八 高松 一 多度津間の複線化は完了した。

十場駅など 6 駅が新設された。 その 3 年半後の平成 9(1997）年 2 月 26 日、坂出駅付

複線化 ・ 電化・高架化 近の予讃線は高架に切り替えられた。そして、坂出駅北

昭和 36(1961）年 4 月 30 日、国鉄予讃線の高松 ー 多 口地下駐車場・北口広場が平成 13 (2001）年 3 月、平成

度 津 間（32. 6 km） の 17 (2005）年 3 月に南口広場が完成した。また、平成 14

複線化起工式が行わ (2002）年 3 月に鴨川駅に上り待避線が出来て、快速サ

れた。この時の新聞 シポー トが誕生した。

には、高松 一 多度津 昭和 62(1987）年 3 月 23 日、予讃線高松 一 坂出間お

間で1日に普通旅客 よび多度津 ー 観音寺聞ならびに土讃線多度津 ー 琴平間

列車 77 本、準急列 の電化が部分開業。これに伴い四国の国鉄で初めて電車

表1 汽車時間表

上り高松 行 下り琴平行
× 5:45 × 5:44 財団

京都東京広島下関 5:54 5:55 琴平北傑
s:04 7.:47 

京都広島下関 9:43 S:54 財問
11:16 9:09 急行北線

大阪東京糸時下関： 12:57 10:20 

14:03 11:55 北保財団
14:51 12:53 

東京大阪糸崎下関 15:15 14:02 琴平北線
15:05 15:32 北僚財団
17:12 17:10 今治財団

下関 18:01 lS:56 

京都東京下関 20:04 20:05 琴平北僚
21:55 22:33 

｜×印は、 4 月113より 9 月 3 0日まで運転

（大正 14 年香川県坂出町勢一斑より）
（原本は 12 時間標記を 24 時間標記に変更）

表2 坂出駅 ・ 鴨川駅乗車人員の推移

駅
年 度

乗 客 1 日 平 均
名 総 数 普 通 定 期 普 通 定 期

昭和 30 年度 1,413,837 5.21,269 892,568 1,428 2,445 

45 2,300,997 620,208 1,680,789 1,699 4,605 

坂 55 2,074,674 670,232 1,404,442 1,836 3,848 
出 平成 2 年度 2,341,022 1,047,861 1,293,161 2,871 3,543 
！駅 12 2,372,479 936,522 1,435,957 2,566 3,934 

22 1,901,938 678,480 1,223,458 1,859 3,351 

27 1,918,805 714,305 1,204,500 1,957 3,300 

昭和 45 年度 270,100 59,860 210,240 164 576 

昭島 55 313,696 87,565 226,131 2'10 620 
J 11 平成 2 年度 255,306 85,138 170,168 233 466 
！駅 12 190,768 50,822 139,946 139 383 

22 136,875 33,215 103,660 91 284 

27 126,290 27,740 98,550 76 270 

24 本、合計l

本が走ってい

当初の計画で

五ヵ年計画で

ょうとしていた。そして、複線化の開業は昭和 40(1965)'

区間となった。

その後の複線化工事は、当初の予定より遅れて昭和

41 (1966）年 9 月 23 日に鴨川ト坂出聞が完成し、昭和

43 (1968）年 9 月 29 日に国分 一 鴨川聞が完成した。

（四国旅客鉄道（鮒坂出駅＝平成 29 年版坂出市統計書、 「坂出駅勢要覧昭和 32 年J)

(1921）年 10 月に貨車の渡鮮による貨物航送が行われた。

線坂出 一 多度津間の電化が完成し、宇多津駅は新駅に移 昭和 2(1927）年に予讃線が松山まで、4 年 4 月には土

設され、丸亀駅付近は高架線に切り替えられた。 讃線が阿波池田まで開通して、香川｜、愛媛、徳島の 3 県

翌年の 4 月 10 日に瀬戸大橋が開通し、高松 一 岡山聞 が結ぼれて物資の交流が盛んとなった。昭和 6(1931）年、

には快速マリンライナーが運行されるようになり、その 満州事変が勃発し、軍需品の輸送が活発化し、鉄道貨物

停車駅となった。電化区間も観音寺から西へと延びて平 』量が増加した。宇高航路に貨車航送船が次々と就航した。

成 5(1993）年 3 月には高松 一 伊予市駅聞の電化が完成 田園内の貨物輸送も増え、昭和 10 (1935）年に高徳線・

した。

駅の乗客は昭和 40 年代をヒ？ー クに減少していたが、

瀬戸大橋の開通後には大きく増加した。しかし、その後

減少傾向が続いている。

貨物輸送の廃止

鉄道による貨物輸送は、明治 43 (1910）年に宇野・高

松航路が開設されたが、すべて積み替え・中継による輸

送で発着は香川県内に限られ、取扱量も少なかった。そ

車 20 本、急行列車 (121 系）の運転が開始される。そして 4 月 1 日、四国旅 の後、鉄道路線の延長とともに取扱量が増え、大正 10
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国道 11 号線の歴史

大正 9 (1920）年施行の道路法で旧 30 号は国道 21 号

（東京より徳島（甲）となり、四国に達する国道は下津井

丸亀航路経由から宇高航路経由に変更されたため、丸

亀～高松までた、った｜日 50 号が徳島まで延長して国道 22

京～愛媛県庁）となった。

昭和27 (1952）年、政令により徳島・高松・松山の国

道は 11 号線と改称された。

国道 11 号線の改良工事

明治 22 (1889）年、高松と丸亀を結ぶ旧街道が国道に

認定されて、田尾坂が5尺（約1.5m）を切り下げ改修工

事が完成した。明治 27 (1894）年には府中村の国道、国

分ー綾坂線を国分 一 新宮線に迂回改修された。国道 11

号線の改良工事は、昭和9 (1934）年 6月、江尻高橋よ

り鴨川駅間の国道新設工事（幅 10m、長さ 4km）が竣工

した。また、国道の計画により、明神町通りを西に延長

して塩竃神社境内中央を貫通して田尾坂に至る道路が整

備された。昭和17 (1942）年には再び閏尾坂切り下げ工

事に着手された。昭和18 (1943）年、戦争により改良工

事中断された。戦後は、昭和22 (1947）年、高松～丸亀

聞の改良に着手され、昭和31 (1956）年 10 月 25 日、綾

川大橋が完成した。昭和 39 (1964）年 12月 18 日、拡幅

のため、塩竃神社が聖通寺山中腹に移転した。昭和41

(1966）年 3月、国道 11 号色線で一次改良が完了した。

昭和47 (1972）年、国道 11 号坂出丸亀バイパスの路

線が発表され、昭和54 (1979）年 4 月丸亀市原田町から

飯野町まで暫定2車線で開通した。その後、順次工事は

東へと進み、昭和57 (1982）年に金山トンネノレ上り線（長

さ 480m ・ 幅 9. 5m）が開通し、昭和田（1984）年 3月丸亀

市原田町～坂出市府中町（17.3km）が高松南バイパスに

接続した。そして、昭和63 (1988）年には金山トンネノレ

下り線（長さ 575叫が開通して坂出丸亀バイパスの 4 車

号（東京～徳島）となり、丸亀より高知への旧 32 号は龍 線化が完了した。

川より南進して高知への国道23 号（東京～高知）に。松

山への旧 31 号は龍川で 23 号から分岐する国道 24 号（東

phu
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4瀬戸大橋の架橋と地域変容

( 1）瀬戸大橋の構想から完成まで

明治 22 (1889）年 5 月に開通した讃岐鉄道開通式の祝

辞で、県議会議員の大久保龍之丞は 「・・・塩飽諸島ヲ橋

台トナシ山陽鉄道ニ架橋連絡セシメパ、常ニ風波ノ憂ヒ

ナク、（中略）南来北行東奔西走瞬時ヲ費サズ、ソレ国

利民福コレヨリ大ナノレハナジ・・・Jと架橋構想、を提唱

した。

’大正 3 (1914）年 3 月には、徳島県選出 ・ 中川虎之助

代議士が帝国議会の予算委員会に 「 鳴門架橋及び潮流利

用発電調査に関する建議案J を提出し、 鳴門架橋を働き

かけている。

昭和 15 (1940）年、技術的な裏付けに基づいた架橋の

具体的な構想が初めて出てきた。

橋のない時代、本州と四国を結ぶ宇野・高松聞の連絡

船は風 ・霧でしばしば欠航 した。大切な用事がある場

合、人は大事をとって前日から出発するのを常としてい

た。本州側では船から列車へ乗り換えるため、人は長い

連絡船桟橋を走り、遅れると乗り継ぐ長距離列車に座れ

ないことがあった。そのため、船が港に入る 30 分前には、

下船口に行列ができ、乗客は少しでも早く走り出せるよ

うに備えていた。海を渡ることは容易でなかった。

昭和 30 (1955），年 5 月 11 日早朝、高松 港を出航した

宇高連絡船の「紫雲丸J が濃霧の女木島沖で宇野港から
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行中の小中学生を含む 168 人の犠牲者が出た。ほかに 然延期された。

もたびたび海難事故が起きており、 「 紫雲丸事故」を契 昭和 50 (1975）年に至り、物価はやや落ち着きを取り

機に安全に瀬戸内海を渡るための機運が盛り上がり、四 戻したが、不況が深刻化していた。国は景気対策を優先

国4県は結束した。 する姿勢に転じていた。不況対策の一環として、本四架

地域の盛り上がりを受け、国の動きも具体化してくる。 橋工事の再開を求める声が強くなっていった。これを受

国鉄は昭和 30 (1955）年から本四連絡鉄道の調査を開始 け、同年 8 月 15 日、福田副総理兼経済企画庁長官、メり

した。道路の方は建設省が昭和 34 (1959）年、本州、四国 谷建設大臣、金丸国土庁長官の三者会談が開催され、工

連絡橋調査費を計上し、各候補ノレー トの調査を開始した。 事の再開が合意された。

このような機運の中で、建設省と国鉄は協力aして調査を 合意内容は、当面 11レートの早期完成を図る、ほかの

進めることになり、昭和 36 (1961）年、架橋技術の調査 2 ルー トについては当面着工すべき橋梁を関係省庁間で

を土木学会に共同委託した。昭和 37 (1962）年、「全国 協議 ・ 決定する、というものであった。その後、早期完

総合開発計画」が閣議決定され、この計画の中で本四連 成ノレー トは児島・坂出ノレー ト、当面着工すべき橋梁は大

絡／レー トの調査促進が明記された。土木学会は昭和 41 三島橋、大 鳴門橋、因島大橋と定められた。いわゆる「l

(1966）年 3 月、中間報告で「技術的に可能である J と ノレー ト 3 橋」である。

の見解を示した。そして神戸・鳴門、児島・坂出、尾道・ 昭和 53 (1978）年 10 月 10 日、児島 ・ 坂出ノレー ト（瀬

今治の 3 ノレートの建設が計画された。 戸大橋）の起工式が番の州、｜で挙行された。そして土木技

昭和 45 (1970）年 7 月、本州、四国連絡橋公団が発足し、 術の粋を集めた瀬戸大橋は昭和 63 (1988）年 4 月10日

全国から優秀な橋梁技術者が集♂まった。そして架橋に向 に開通する－運びとなった。

けて本四公団による調査 ・設計が本格化した。 (2）瀬戸大橋の概要

課題は数多く、予定海域の海底地盤の状況、潮流の動 橋全体の長さは、下津井瀬戸大橋から南備讃瀬戸大

き、船舶航行 ・漁業の実態、場所ごとの風の吹き方、な 橋までの海峡部で 9368m。 北から下津井瀬戸大橋＝吊橋

どなど。本四公団はこれらの膨大な調査を全面展開し、 (1447m、中央支間 940m）、植石島高架橋（1316m、中央

その結果をもとに、橋梁の設計、作業用船舶の建造、海 支間 420m）、櫨石島橋＝斜張橋（792m、中央支間 420m）、

上試験工事の実施、用地補償・漁業補償の交渉などを進 岩黒島高架橋（93叫、 岩黒島橋＝斜張橋（792m、 中央

めた。設計のため、大規模な耐風 ・ 而擦実験、列車走行 支間 420m）、与島橋＝トラス橋（877m、中央支問 245m）、

試験も実施された。 与島高架橋（717m）、北備讃瀬戸大橋＝吊橋（1611m、中

昭和 48 (1973）年、各ノレー トの調査・設計が進み、工 央支間 990m）、南備讃瀬戸大橋＝吊橋（1723m、中央支

事着手が可能となり、起工式の日程が 11 月 25 日と決 問 1100m）、番の州高架橋（2939m）、合計l万 2307m と

定された。ところが物価の高騰が進み、第一次オイルシ なっている。海峡部に架かるこれら 6 橋を給調：して 「 瀬

ヨツクが重なり、11 月 20 日に本四架橋工事の着工が突 戸大橋Jと呼ばれており、道路と鉄道の併用橋では世界

- 85 -

坂出市史　通史下　地誌・生物篇



最長となっている。道路は国道2号線の早島ICから 国・

道11号線の坂出ICまでの37.3km、 鉄道は宇野線の茶

屋町駅から分岐して 予讃線宇多津駅までの32.4km で岡

山県鷲羽山トンネノレから香川県番の1-M高架橋まで上下二

層の構造になっている共用区間は13. 1km。鉄道単独区

間は19.3kmである。総工費はl兆1200億円。

早島IC～坂出IC間に粒江PA、水島氏、鴻ノ池SA、

児島氏、与島PA、 坂出北IC（ 本州方面のみの出入り可

能なハー フIC）がある。坂出北ICは四国方面への出入

り可能なフル化の事業が始まった。

(3）開通に伴う本四間の交流

移動の確実性

フェリー の時代には、気象条件や待ち時間に制約され、

自由な移動が制約されていた。橋の開通によって通行時

間に制約がなく、強風などの通行規制がなければドつで

も短時間に本四聞の移動ができる ようになった。

瀬戸中央自動車道では、昭和63 (1988）年度～平成28

(2016）年度における通行止め回数は50回あり、 年平均

1. 7回で、年平均通行止め時間は12.9 時間に及んでいる。

なお、本四3 ！レートが開通した平成11 (1999）年以来

3ルートが同時に通行止めlこなった のは、平成16 (2004) 

年の台風襲来（15:35）と平成25 (2013）年の積雪（8:30)

による 2回のみである。

本四問自動車交通量の推移

本四間の自動車交通量は、本四高速道路の開通により

飛躍的に増加している。開通当初の通行料金は坂出～早

島聞の普通車 が6,300円 と割高で、 あった ため、利用車

は計画交通量（2万 4900台） の半分以下の一 日平均l万

823台で、あった。その後、段階的に通行料金は引き下げ

られて平成21 (2009）年より ETC 車休日 料金上限1,000

（圏司E璽mlDD霊園調

1
5

明
間 H6 問 H12 Be年度）

図6 瀬戸大橋の自動車交通量
（本四高速 2017 ディスクロ ー ジャより）

円を機に通行台数は年間750万台（ 一 日平均2万 548台）

し、 平成28 (2016）年度に800万台 を突破した。

鉄道輸送量の推移

瀬戸大橋開通直後の時刻表と開通後30年目の時刻表

を比べて みる と、 開通当初は予讃線と土讃線の特急、が

昼間は1 ～ 3 時間交代で、橋を渡っていた。また。岡山ー

表14 瀬戸大橋開通前後の坂出駅停車の列車本数

組 別
｜昭和63判月 ｜唱和63年4Jl 10日改正 ｜平成80判月17日改E

｜多帥則前畑Ii度目t踊！岡山方面｜高島掴｜多脚緬｜岡山畑｜高仕方面
特 注I 18 I 18 I 12 I 2 I 14 I 2a I 1 I 24 

急行lslsl1l-l1I- ｜ー ｜一

快 速｜ー ｜ー ｜－ I 19 I 1a I 11 I as I 54 
普 通I oo I 6側I sa j 『 I 55<s> I 35 I - 1 39(3> 

観釧車｜ ー ｜ 一 I - I - I 一 ｜ ー いロツコ11トロ四1
合什I 11 I w<9> I 12 21 I 94(6) I 15 I 41 I 121＜扮
字商i臨地｛削船）｜宇桁ι｜ 快嘩・マリンライナー とサンポー ト｛南風リレー）の合計数

（主：通1}祖の時刻表1988年か月号と JR 四国時刻表2018.3.17改正より作成）

表15 瀬戸大橋を渡る列車数比較（客車のみ）

I ag和53年4月10 S改革｜平成30年3月17日改正
1重jsfj I 

I 

I 四悶へ｜ 岡μへ｜ 四国へ｜ 岡山へ
噂 急 I 10 I 10 I 29 I ao 
快 速 I 19 I 19 I 39 I 36 

トロッ コ列車 I - I - I 2 I 2 
普 通｜ 一 I - l 4 I 4 

合 計 I 29 I 29 I 14 I 12 
（交通公社η時刈表1988年3月号と JR 四国時刻表201且3.17改正より作成）
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松聞の快速マリンライナーも宇高連絡船とほぼ同じ間 リンライナーも運転間隔が30分毎となり、 移動が便利

の1呼間毎の運転で、あった。開通30年後には特急は となった。交流人口も増え、香川・岡山両県の大学や私

30分毎に予讃線と土讃線の列車 が交互に通り、 快速マ 立高校の通学圏が互いに拡大している。

コラム10坂出から徳島へ汽車で行くには琴平経由？

昭和9 (1934）年12月の坂出駅発の汽車時間表を見ると、四国内の県庁所在都市が鉄道路線で結ばれてなかった

ことが分かる。高松 ・ 松山聞は昭和2 (1927）年4月3日、高松 ・ 高知聞は昭和10 (1935）年11月28日、高松 ・ 徳

島聞の開通は昭和10 (1935）年3月20日で、あった。

このため、 「上り高松行J、 「 下り松山 ・琴平 ・徳島行jとなっ、ていることに気がつくだろうか。そして時刻表

示が12 時間制の表示になっている。昭和17 (1942）年10月11日から軍隊方式に倣って24時間制の表示に移行す

ると午前と午 後の文字を表示する必要がなくなり、1日に同時刻が2度有せず極めて明確になることから国鉄で

は列車・船舶 ・ 自動車等の交通機関 一般に一日を0 時から24時までの 表示となった。

当時、坂出駅には上下各15本の列車が発着していた。上りの始発は多度津 ・ 琴平・今治・松山・長浜 ・ 池田であり、

接続は池田 ・財閏・琴平 からとなっている。高松以東へは高松乗換えで引回行のほか、連絡船で宇野に渡り、宇

野より京都行・鳥羽行の表示が見られる。岡山乗換えた、ろうが、急行で下関行・東京行・糸崎行・徳山行・大阪行 ・

姫路行などが見られる。

下りは多度津 で分割して、前が松山行、後が財田行の他、 琴平行・小松島行・ 長浜行・松山行・商僚行 ・ 多度

津行などがあり、乗換えで琴平行・池田行 ・ 尾道連絡の船も多度津から出ていた。

昭和9年の坂出発汽車時間表 （坂出市立大橋記念図書館所蔵）
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